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バリアフリー化した信楽駅１番ホーム

▲甲南駅舎（南口）のイメージ

◉
寺
庄
駅
ー
貴
生
川
駅
線
ル
ー
ト
を
新
設

　

•
�

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
貴
生
川
始
発
便
に
対
応

し
ま
す
。

◉
田
村
神
社
発 

貴
生
川
駅
行
を
追
加

　

•
�

７
時
45
分
貴
生
川
発�

草
津
線
に
乗
車

で
き
ま
す
。

◉�
貴
生
川
駅
発 

田
村
神
社
行
を
１
便
増
便

　

•
�

昼
間
の
待
ち
時
間
を
軽
減

◉�

Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
ま
で
新
名
神
高
速
道
路

を
活
用
し
た
直
行
バ
ス
10
時
台
を
追
加

　

•
�

鉄
道
の
利
用
が
困
難
な
地
域
等
か
ら
高

速
道
路
を
活
用
し
て
、
草
津
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
強
化

◉�

ル
ー
ト
統
合
に
よ
り
貴
生
川
駅
経
由��

甲
賀
病
院
行
を
増
便

　

•
�

駅
か
ら
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化

※�

そ
の
他
改
正
に
よ
る
各
路
線
の
詳
細
な
ダ

イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
時
刻
表（
エ
リ
ア
版
）

　

•
�

４
月
に
区
・
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
。

●
時
刻
表（
ポ
ケ
ッ
ト
版
）

　

•
�

駅
・
バ
ス
会
社
・
公
共
施
設
で
配
布
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

４
月
１
日
に
掲
載
予
定

路
道
絡
連
阪
名
神
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誰
も
が
安
全
で

快
適
な
乗
降
を 

信
楽
駅

　

信
楽
高
原
鐵
道
の
信
楽

駅
で
は
、
ホ
ー
ム
か
ら
列

車
の
乗
降
時
の
段
差
を
解

消
し
、
よ
り
安
全
で
快
適

な
乗
降
の
た
め
、
ホ
ー
ム

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
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と
つ
な
が
る

に
向
け
て

　
通
学
や
通
勤
な
ど
の
交
通
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
る
方
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
鉄

道
と
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

鉄
道

名
神
名
阪
連
絡
道
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

整
備
促
進

一
歩
前
進

駅
への
ア
ク
セ
ス
向
上
と
駅
周
辺
に

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
土
地
利
用
を
促
進

　
　

甲
南
駅
周
辺
整
備
は
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
利
用
促

進
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。�

�

　

平
成
31
年
春
の
駅
舎
等
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
、

２
月
に
仮
駅
舎
を
供
用
し
、
そ
の
後
、
既
存
駅
舎
の

解
体
工
事
や
新
駅
舎
等
の
本
体
工
事
を
進
め
ま
す
。

駅
周
辺
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

甲
南
駅
前
線
等
の
道
路
を
整
備
し
、
安
全
で
快
適
な

空
間
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。�

�

　

ま
た
、
貴
生
川
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
規
制
緩
和
等
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
土
地
利
用
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
や
居
住
の
誘
導
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

 

都
市
計
画
課 

市
街
地
整
備
係 
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今
年
度
、
滋
賀
県
の
「
政
策
要
望
」
に
名

神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
が
加
え
ら
れ
、
平

成
29
年
５
月
に
知
事
自
ら
が
国
土
交
通
省
へ

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
に
は
、
名

神
名
阪
連
絡
道
路
の
早
期
「
整
備
区
間
」
の

指
定
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
同
盟
会
の
会
長
職
と
し
て
市
長
が
国

へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
実
現
は
、
広
域�

幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、
内

陸
型
工
業
地
域
と
し
て
更
な
る
企
業
活
動
の

活
性
が
見
込
ま
れ
、
生
産
性
の
向
上
や
新
需

要
の
創
設
に
よ
り
地
域
振
興
が
図
れ
る
な
ど
、

絶
大
な
ス
ト
ッ
ク
効
果
に
よ
っ
て
、
確
か
な

将
来
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
展
開
が
可
能
に

な
っ
て
く
る
な
ど
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

一部
ダ
イ
ヤ
や
路
線
を
改
正

鉄
道
と
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス

①
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

�

東
西
方
向
、
南
北
方
向
と
も
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
化

②
企
業
立
地
の
促
進

�

雇
用
拡
大
に
よ
る
人
口
増
加
と

地
域
の
活
性
化

③�

災
害
時
等
に
お
け
る
代
替
路

の
確
保

�

地
震
の
発
生
や
災
害
時
に
お
け

る
代
替
路
と
し
て
の
役
割

④
観
光
振
興
へ
の
貢
献

�

回
遊
性
の
向
上
に
よ
る
観
光
客

の
増
加

⑤
救
急
医
療
へ
の
貢
献

�

搬
送
時
間
の
短
縮
と
救
急
医
療

圏
の
拡
大

期
待
さ
れ
る
効
果

問合せ 公共交通推進課 公共交通推進係　TEL 69-2215　 FAX 63-4601

▲甲南PAのからくりトリックアー
ト

新
名
神
高
速
道
路

開
通
10
周
年

　

平
成
30
年
２
月
で
新
名
神
高
速
道
路

（
亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
草
津
田
上
Ｉ
Ｃ
間
）
は
開

通
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
関
西
圏
と
中
部

圏
を
繋
ぐ
交
通
網
の
大
動
脈
と
し
て
、
本
市

の
経
済
活
動
や
観
光
振
興
な
ど
に
無
く
て
は��

な
ら
な
い
高
速
道
路
で
す
。

　

通
行
量
は
、
開
通
前
に
予
想
さ
れ
た
一
日

平
均
１
万
４
千
台
を
大
き
く
上
回
り
、
約

５
万
台
／
日
の
車
両
が
通
行
し
て
い
ま
す
。

近
畿
地
域
の
東
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
本
市

の
土
山
Ｓ
Ａ
（
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
）
や
甲
南

Ｐ
Ａ
（
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
）
は
、
甲
賀
の

情
報
発
信
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
旬
の
観

光
情
報
や
特
産
物
、
甲
南
Ｐ
Ａ
の
忍
者
か
ら

く
り
ア
ー
ト
な
ど
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
る
仕

掛
け
や
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
速
バ
ス
の
停
車
駅
で
も
あ
る
土
山

Ｓ
Ａ
で
は
、
東
は
名
古
屋
・
東
京
方
面
、
西
は

京
都
・
大
阪
・
神
戸
方
面
ま
で
高
速
バ
ス
と
高

速
道
路
を
活
用
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
高
槻
・
川
西
間
が
開
通
、

年
度
内
に
神
戸
ま
で
開
通
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
亀
山
西
・
新
四
日
市
間
が
平
成

30
年
度
に
開
通
す
る
予
定
で
す
。
残
る
区
間

が
早
期
に
開
通
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
地
理

的
優
位
性
が
、
更
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。


